
【様式第1号】

（単位：百万円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 1,042,801   固定負債 404,010

    有形固定資産 967,871     地方債等 293,757

      事業用資産 386,102     長期未払金 189

        土地 168,496     退職手当引当金 22,432

        立木竹 3,251     損失補償等引当金 56

        建物 423,880     その他 87,577

        建物減価償却累計額 -267,840   流動負債 36,382

        工作物 102,523     １年内償還予定地方債等 31,570

        工作物減価償却累計額 -63,350     未払金 514

        船舶 344     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -334     前受金 1

        浮標等 530     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -199     賞与等引当金 2,009

        航空機 -     預り金 2,253

        航空機減価償却累計額 -     その他 35

        その他 - 負債合計 440,393

        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 18,800   固定資産等形成分 1,070,079

      インフラ資産 555,913   余剰分（不足分） -413,068

        土地 173,721   他団体出資等分 -

        建物 25,281

        建物減価償却累計額 -16,311

        工作物 949,397

        工作物減価償却累計額 -597,641

        その他 30

        その他減価償却累計額 -11

        建設仮勘定 21,447

      物品 83,296

      物品減価償却累計額 -57,440

    無形固定資産 11,491

      ソフトウェア 1,011

      その他 10,480

    投資その他の資産 63,439

      投資及び出資金 17,254

        有価証券 2,596

        出資金 -3,165

        その他 17,824

      長期延滞債権 1,384

      長期貸付金 11,501

      基金 29,472

        減債基金 -

        その他 29,472

      その他 4,094

      徴収不能引当金 -266

  流動資産 54,602

    現金預金 19,667

    未収金 4,732

    短期貸付金 -

    基金 27,277

      財政調整基金 21,598

      減債基金 5,680

    棚卸資産 532

    その他 2,541

    徴収不能引当金 -147

  繰延資産 - 純資産合計 657,010

資産合計 1,097,403 負債及び純資産合計 1,097,403

連結貸借対照表
（令和7年3月31日現在）



【様式第2号】

（単位：百万円）

    資産売却益 3,988

    その他 129

純行政コスト 285,406

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 19

  臨時利益 4,117

  臨時損失 478

    災害復旧事業費 199

    資産除売却損 260

    使用料及び手数料 19,362

    その他 5,748

純経常行政コスト 289,045

      社会保障給付 82,389

      その他 254

  経常収益 25,110

        その他 2,539

    移転費用 206,853

      補助金等 115,019

      その他の業務費用 4,561

        支払利息 2,015

        徴収不能引当金繰入額 6

        維持補修費 5,643

        減価償却費 32,017

        その他 20

        その他 3,328

      物件費等 72,556

        物件費 34,877

        職員給与費 24,781

        賞与等引当金繰入額 1,974

        退職手当引当金繰入額 102

  経常費用 314,155

    業務費用 107,302

      人件費 30,185

連結行政コスト計算書
自　令和6年4月1日
至　令和7年3月31日

科目 金額



【様式第3号】

（単位：百万円）

固定資産

等形成分

余剰分

(不足分)

他団体出資等分

前年度末純資産残高 644,839 1,065,136 -420,297 -

  純行政コスト（△） -285,406 -285,406 -

  財源 289,928 289,928 -

    税収等 150,144 150,144 -

    国県等補助金 139,784 139,784 -

  本年度差額 4,522 4,522 -

  固定資産等の変動（内部変動） 4,845 -4,845

    有形固定資産等の増加 12,660 -12,660

    有形固定資産等の減少 -9,048 9,048

    貸付金・基金等の増加 1,275 -1,275

    貸付金・基金等の減少 -42 42

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 589 589

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

  その他 7,061 -45 7,106

  本年度純資産変動額 12,171 5,389 6,782 -

本年度末純資産残高 657,010 1,070,525 -413,515 -

連結純資産変動計算書
自　令和6年4月1日
至　令和7年3月31日

科目 合計



【様式第4号】

（単位：百万円）

前年度末歳計外現金残高 2,183

本年度歳計外現金増減額 -82

本年度末歳計外現金残高 2,101

本年度末現金預金残高 19,667

財務活動収支 -15,078

本年度資金収支額 -9,743

前年度末資金残高 27,309

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 17,566

    地方債等償還支出 33,796

    その他の支出 1,123

  財務活動収入 19,841

    地方債等発行収入 19,261

    その他の収入 580

    資産売却収入 4,779

    その他の収入 156

投資活動収支 -20,499

【財務活動収支】

  財務活動支出 34,919

    その他の支出 -

  投資活動収入 19,517

    国県等補助金収入 7,991

    基金取崩収入 4,265

    貸付金元金回収収入 2,325

  投資活動支出 40,016

    公共施設等整備費支出 29,492

    基金積立金支出 5,606

    投資及び出資金支出 3,769

    貸付金支出 1,149

    災害復旧事業費支出 199

    その他の支出 68

  臨時収入 10,290

業務活動収支 25,834

【投資活動収支】

    税収等収入 149,534

    国県等補助金収入 122,760

    使用料及び手数料収入 19,815

    その他の収入 6,833

  臨時支出 267

    移転費用支出 208,193

      補助金等支出 116,359

      社会保障給付支出 82,389

      その他の支出 254

  業務収入 298,942

    業務費用支出 74,939

      人件費支出 29,988

      物件費等支出 40,450

      支払利息支出 2,018

      その他の支出 2,483

連結資金収支計算書
自　令和6年4月1日
至　令和7年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 283,131



1 重要な会計方針  

⑴ 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法  

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価  

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。  

ア 昭和59年度以前に取得したもの･･･････････再調達原価  

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

イ 昭和60年度以後に取得したもの  

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価  

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価  

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作

成時に適用した評価方法によっています。 

 

⑵ 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的以外の有価証券（市場価格のないもの）…取得原価 

② 出資金（市場価格のないもの）…出資金額 

ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作成

時に適用した評価方法によっています。 

 

⑶ 棚卸資産の評価基準及び評価方法  

個別法による低価法 

ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作

成時に適用した評価方法によっています。 

 

⑷ 有形固定資産等の減価償却の方法  

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法  

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

（ソフトウェアについては、見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）  

③ ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が1年以内のリース取引及び

リース契約1件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除

きます。） 

･･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 



ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作

成時に適用した減価償却方法によっています。 

 

⑸ 引当金の計上基準及び算定方法  

① 投資損失引当金  

市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについ

て、実質価額が著しく低下した場合における実質価額と取得価額との差額を計上して

います。 

② 徴収不能引当金  

未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上して

います。 

長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計

上しています。  

③ 退職手当引当金  

期末自己都合要支給額を計上しています。 

④ 損失補償等引当金  

履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化

に関する法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。 

⑤ 賞与等引当金  

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の

見込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作

成時に適用した計上方法によっています。 

 

（6）リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

ただし、リース期間が１年以内のリース取引及びリース料総額が３００万円以下のファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行

っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作

成時に適用した処理方法によっています。 

 

 



⑺ 資金収支計算書における資金の範囲  

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（長崎市資金管理及び運用方針にお

いて、歳計現金等の保管方法として規定した預金等をいいます。）  

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受

払いを含んでいます。 

ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作

成時に適用した資金の範囲によっています。 

 

⑻ 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

ただし、一部の連結対象団体（会計）については、税抜方式によっています。 

 

⑼ その他財務書類作成のための基本となる重要な事項  

① 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が50万円（美術品は300万円）以上の場合に資

産として計上しています。 

ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が60万円未満であるとき、又は明ら

かに通常の維持管理や原状回復の費用であるときに修繕費として処理しています。 

ただし、一般会計等を除く一部の連結対象団体（会計）においては、各団体の財務書類作

成時に適用した処理方法によっています。 

 

2 偶発債務  

⑴ 保証債務及び損失補償債務負担の状況  

他の団体の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っています。 

団体名 確定債務額 

履行すべき額が確定していない 

損失補償債務等 
総額 

損失補償等引当

金計上額 

貸借対照表未計

上額 

長崎県林業公社 - 56百万円 - 56百万円 

計 - 56百万円 - 56百万円 

 

 

 

 



⑵ 係争中の訴訟等  

係争中の訴訟等で損害賠償等の請求を受けている主なものは次のとおりです。 

① 長崎地裁令和4年（行ウ）第4号 

地位確認等請求事件 40百万円 

 

3 追加情報 

⑴ 連結対象団体（会計）  

団体（会計）名 区分  連結の方法 比例連結

割合 

観光施設事業特別会計 地方公営企業会計 全部連結 －  

中央卸売市場事業特別会計 地方公営企業会計 全部連結 －  

駐車場事業特別会計（一部） 地方公営企業会計 全部連結 －  

水道事業会計 地方公営企業会計 全部連結 －  

下水道事業会計 地方公営企業会計 全部連結 －  

国民健康保険事業特別会計 

（事業勘定） 

公営事業会計 全部連結 －  

国民健康保険事業特別会計 

（直診勘定） 

公営事業会計 全部連結 －  

介護保険事業特別会計 公営事業会計 全部連結 －  

後期高齢者医療事業特別会計 

（一部） 

公営事業会計 全部連結 －  

 

連結の方法は次のとおりです。 

地方公営企業会計及び公営事業会計は、すべて全部連結の対象としています。 

 

⑵ 出納整理期間 

地方自治法第235条の5に基づき、出納整理期間を設けられている団体（会計）におい

ては、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末

の計数としています。 

なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体

（会計）との間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等

が終了したものとして調整しています。  

 

⑶ 百万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合がありま

す。 

 



⑷ 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。  

① 範囲 

ア 現に公用もしくは公共用に供されていない公有財産 

（一時的に賃貸している場合を含む） 

イ 近い将来売却が予定されると判断される資産 

② 内訳 

事業用資産 土地 507,150千円（2,360,942千円） 

令和7年3月31日時点における売却可能価額を記載しています。 

売却可能価額は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律における評価方法によ

っています。 

上記の（2,360,942千円）は貸借対照表における簿価を記載しています。 

 


